
「機能性材料とヒト感性マイクロシステム」調査専門委員会 設置趣意書 

 

１． 目的 

COVID-19 の世界的な流行による社会情勢の変化により，サイバー空間を介したコミュ

ニケーションや情報流通を行う技術は，ウィルス感染拡大防止の観点から極めて重要であ

り，その社会ニーズが高まっている。他方で，安全安心や生活習慣病予防などの観点から，

IoT技術による健康管理や病態把握，見守りを目的とした CPS（Cyber Physical Systems）

の社会実装が進みつつある。今後はこれらの技術に加えて，ヒトの五感（視覚，聴覚，触覚，

味覚，嗅覚）を含むヒト感性をサイバー空間でやりとりするようなマイクロシステムへの要

求は高まっていくものと考える。このような感性情報は多様な（機械的，電気的，光学的，

化学的）エネルギのやりとりで成り立っているため，エネルギ変換が可能な機能性材料の

MEMSへの融合は必須である。その実現のためには，ヒトが普段行っている感性・知覚そ

のものの理解とそのデバイスによる模擬や超越を目指し，情報処理，アプリケーション，デ

バイス，製造プロセス，材料などの幅広い階層の技術を包含した調査研究が必要である。以

上の理由により，機能性材料に着目したヒト感性マイクロシステムについての調査を行う

ことは非常に意義があり，電気学会センサ・マイクロマシン部門および社会への貢献に資す

るものであるため，本調査専門委員会を設立するものである。 

 

２． 国内外の動向および背景 

ヒトの五感のうち，視覚と聴覚は古くから情報化されてきた。具体的には送信側ではディ

スプレイやスピーカ，超音波発振子，受信側ではフォトダイオードや赤外線センサ，マイク

ロフォン等がそのデバイスとなる。また，触覚や嗅覚，味覚については情報化のための研究

開発が近年進展している。具体的には触覚ディスプレイや触覚センサ，においセンサ，味覚

センサなどがそれらのデバイスに対応する。電気学会では，このような人の活動や生体情報

をセンシングするMEMSに関して，「人センシング及び生体情報に関する調査専門委員会」

（2013～2016）において調査研究を実施した。現在では Apple Watchをはじめとした多く

の生体情報モニタが国内外のメーカから市販されるようになった。本調査専門委員会では，

このような感性情報の受信側（センシング）の技術に留まらず，送信側や情報処理も含めた

システムに拡張することを狙っている。脳内で行われている高度な情報処理の結果得られ

るヒトの感性は，デバイスから得られる単純な電気信号から再現することは困難であり，機

械学習を用いた情報理解は不可欠になると考えられ，その情報処理は非常に重要である。こ

れについては，情報処理学会やバーチャルリアリティ学会などでも活発に研究が行われて

おり，学際的な調査が必要である。これに加えて，このようなデバイス，システム実現の鍵

となるのが，圧電材料，磁性材料，光学材料，二次元材料などの機能性材料のMEMS融合

である。電気学会では「圧電 MEMS デバイス調査専門委員会」（2016～2019）において，

圧電材料のMEMS融合に関する調査活動を実施していたが，この成果も踏まえて進む新材



料開発を調査しつつ，デバイス，システム応用への可能性を模索することも本調査専門委員

会の一つのテーマである。 

 

３． 調査検討事項 

１）ヒトの五感（視覚，聴覚，触覚，嗅覚，味覚）に関わるセンサ，マイクロマシン技術 

２）ヒトの五感に関わる情報処理技術 

３）機能性材料および製造技術 

 

  

４． 期待される効果 

 本調査専門委員会は，情報処理，アプリケーション，システム，デバイス，材料など幅広

い領域の学際調査研究を行うものであり，異分野の融合による当該分野の活性化や共同研

究への発展などが期待できる。 

 

５． 設置期間 

 令和 3年 10月～令和 6年 9月（3年間） 

 

６． 活動予定 

 委員会・見学会 3～4回/年、研究会等 1回/年。 

 

７． 報告形態 

 委員会資料や研究会資料、シンポジウム開催、論文誌での特集号の企画等をもって報告と

する。 

 


